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第３期 入間市国民健康保険保健事業実施計画（データヘルス計画） 

第４期 入間市国民健康保険特定健康診査等実施計画 について 

１ 計画の趣旨 

◆平成２５年６月１４日に閣議決定された｢日本再興戦略｣において、｢全ての健康保険組合に

対し、レセプト等のデータの分析、それに基づく加入者の健康保持増進のための事業計画

として｢データヘルス計画｣の作成･公表、事業実施、評価等の取組を求めるとともに、市町

村国保が同様の取組を行うことを推進する。｣とされた。 

◆平成２６年３月には、国民健康保険法に基づく保健事業の実施等に関する指針において、

市町村及び国民健康保険組合は、健康･医療情報を活用してＰＤＣＡサイクルに沿った効

果的かつ効率的な保健事業の実施を図るための保健事業の実施計画(データヘルス計画)を

策定した上で、保健事業の実施･評価･改善等を行うものとされている。 

◆本市では、平成２８年３月に第１期入間市国民健康保険保健事業実施計画(データヘルス

計画)を策定し、その評価、見直しを行いながら保健事業を進めてきた。 

 今回、第２期データヘルス計画の見直しを行うとともに、国保被保険者の健康の保持増進

のみではなく、後期高齢者医療被保険者の健康づくりも見据え計画を策定した。 

２ 計画の期間 

◆令和 6 年度～令和 11 年度 

３ 前期計画の評価 

*健康寿命計算ソフト「健寿君」 健康寿命：65歳に達した健康で自立した生活を送る期間 

**国保データベース（ＫＤＢ）システム「健診・医療・介護データからみる地域の健康課題」 
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４ 個別保健事業の評価のまとめ 
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５ 計画全体における目的 

◆健康･医療･介護の情報を活用し、ＰＤＣＡサイクルに沿った効果的かつ効率的な保健事業

を展開し、入間市国民健康保険に加入している被保険者の健康増進を図ることで医療費適

正化及び健康寿命の延伸を目指す。 

＊健康寿命算出ソフト ｢健寿君｣ 健康寿命:65歳に達した健康で自立した生活を送る期間 

 

 ６ 目的を達成するための目的、目標、関連する個別保健事業 

★すべての都道府県で設定する指標 

☆地域の実情に応じて都道府県が設定した指標（埼玉県版） 

◆目的：特定健康診査受診率を向上させ、異常の早期発見を促す 

 

◆目的：特定保健指導の実施率を向上させ、生活習慣の改善を促す 
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◆目的：糖尿病の適正受診、重症化予防を促す 

 

◆目的：血圧のコントロール良好者を増やす 

 

◆後発医薬品（ジェネリック医薬品）の使用を促す 
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◆目的適正服薬・適正受診を促す 

 

◆目的：地域包括ケア及び高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施に取り組む 

 

７ 個別の保健事業及びデータヘルス計画（保健事業全体）の評価・見直し 

◆個別の保健事業は、毎年度計画策定時に設定した保健事業毎の評価指標に基づき、事業の

効果や目標の達成状況を評価する。その結果から必要に応じて計画の見直しを行う。 

◆データヘルス計画の評価については、特定健診の結果、レセプト、ＫＤＢシステム等を活

用して行うとともに、計画３年目に中間評価を実施する。目標の達成状況が想定に達して

いない場合は、達成できなかった原因や事業の必要性等を検討し、データヘルス計画の見

直しを実施する。最終評価については、計画６年目に実施する。 

◆事業運営の健全化を図る観点から、入間市国保運営協議会へ計画の進捗状況を報告する。 


